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要 旨

CAI言語は教育用ソフトウェア(学習プログラム)を記述するのに便利なように工夫された,一つの問題向き

言語である｡したがって,CAIで実施しうる教授機能に対応して言語のステートメントが定められているわけ

で,いわばCAI教授機能の要約表現である｡今回試作したCAIシステムではTEACHTRANと名づけたCAI

言語を開発し適用した｡TEACHTRAN言語ほ既存の標準的CAIシステムに比べて融通性の高い学習プログラ

ムを受け入れることができ,種々の教育手順を試用する教育の研究にも利用することが可能であると考える｡

本言語の仕様提案の背景にはCAIにおける教授･学習活動の流れについての分析と提案ならびに小形計算機

で時分割サービス可能な最大限の機能についての検討がある｡

TEACHTRANほ国内のCAI標準言語第1次案を受け入れうるように考慮されており,学習プログラムの共

同利用と蓄積に貢献しうることを期待している｡

l.緒 R

今回開発されたCAI(Computer AssistedInstruction)システ

ムは,教育の研究用にも使用することを考慮しているので,小形計

算横を中心としていながらも,別題で述べているように融通性の高

い学習機能を持っている｡つまり,教材を提示する手段,方法につ

いて,学習者の反応,応答のしかたの自由度について,また学習者

の応答を得てどのように評価し,分岐するかの論理について,既存

のCAIシステムで実施されている以上の自由度ある学習プログラ

ムを受け入れられる｡

この機能は一方で,学習プログラム作成者が上記の自由度を自在

に使いこなしてこそ,その真価を発揮しうるものであるから,この

ような学習プログラムを容易に記述できる方法手段が用意されなけ

ればならないことになる｡学習プログラム記述言語はこのような目

的で開発されたもので,CAIシステムがもっている教授横能がこの

言語体系の中に要約されていると考えることもできる｡

2.CAlによる学習

CAIシステムにおける学習者の学習ほ,次のような計算機と学習

者のやりとりによって進行する｡

(1)まず計算機が学習者に問題や注意を与える｡具体的には質

問の書いてあるスライドを投映したり,CRTディスプレイ画面に

注意を印字したりする｡その後,計算機ほ学習者の応答を待ち続

ける｡

(2)次に学習者が計算機に応答する｡学習者は提示された問題

や注意に対して解答や｢わかった+という了解の応答をする｡す

なわち学習者の手もとにあるキーボードのタイプライタと応答キ

ーを押して計算機に返答をする｡

(3)学習者の応答を受け取った計算機ほ応答の内容を直ちに判

断して学習者のために適切な問題や注意を選んで再び与える｡

以下このようなやりとりを繰り返すことによって学習者個人のペ

ースで学習が進む｡

以上の過程における計算機の動きについて概説すると次のとおり

である｡

計算機の動きは図1のように三つあるいは四つのプロセスの繰り

返しである｡
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図1 CAI学習者と計算機の動き

ここで｢教材提示+とは,学習者に問題や注意をスライドや印字

や音声によって与えることであり,｢判定分岐+とは学習者応答の内

容や過去の学習過程を評価判断し,学習者のために適切な教材を選

ぶことである｡また｢評価計算+とほ学習者の得点や学習過程の評

価を行なうことである｡計算機ほ図1のように学習者に教材提示を

行ない,学習者応答待ちの状態になる｡そこへ学習者からの応答が

受信されると,その内容を判定し(評価計算を行ない),判定の結果

に従って適当な教材提示を行なう｡

さて計算機は上述のように動作するが,その手順つまりプログラ

ムを作成したのは教授者である｡プログラムはTEACHTRAN(学習

プログラム記述言語)によって記述される｡TEACHTRANにほ幾

つかのステートメソト(Statement)と呼ばれる命令語があi),その

おもなものは教材提示を命ずるステートメソト,学習者応答条件を

宣言するステートメソト,判定分岐を命ずるステートメソト,評価

計算を命ずるステートメントである｡

このように学習の手順を表わすプログラムを学習プログラムとい

うが,これほ大別Lて三つの種類がある｡まず中心となる学習プロ

グラム,学習者にヒントを与えるために作られたプログラム,そし

て第3に参照資料や補助的な教材のプログラムである｡本マニュア

ルではこれらをそjtぞれmain sequence,hint sequenceそして

Callsequence と呼ぶ｡こうして教授者のプログラムに従って計算

機は教材提示を行ない,学習者の応答の内容を分析して(評価計算

して)適当な教材提示へ学習者を導く｡



ここで本システムにおける学習者応答の自由度について述べてお

こう｡

まず学習者の手もとにあるキーボードには,タイプライタと同様

のキーボードのはか次の8個の応答キーが並んでいる｡

(1)ANSキーとNEXTキー: 問題が提示された場合は,解

答メッセージをタイプしてそれが終わって

からANSキーを使用する｡説明が提示さ

れた場合は次の提示へ進むことを要求する

ためにNEXTキーを押す｡

2
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m…藍
ヒント要求をするためのキー

正答要求をするためのキー

前回提示に戻るためのキー

計算機を呼び出したり,参考教材を呼び出

したりすることを要求するキー

(6)OKキーとRETURNキー: hint sequence から元の

main sequenceへ戻るためにはOKキー

を使用する｡またCallsequenceから元の

mainsequenceへ戻るときにはRETURN

キーを使用する｡

まず提示された教材が問題である場合には,通常学習者はそれに

対して解答を行なう｡タイプライタから解答メッセージをタイプし

それが終わってANSキーを押すと,これが初めて解答として計算

機に読み取られる｡ANSキーを押す以前ならば,学習者は納得する

まで任意に解答を修正することができる｡学習者はまた要求があっ

た場合,ライトペソを使ってCRTディスプレイ面画上の点をプロ

ットすることによって解答する｡計算轢は解答を受け取ると学習プ

ログラムに従って学習者の応答内容を判定して,適当な教材提示を

行なう｡

提示された教材が説明や注意書きであるならば,問題の場合と異

なり学習者は解答する必要ほない｡学習者は説明内容をよく理解し

たらNEXTキーを押すと学習プログラムで次に定められた提示へ

進む｡

また学習者が解答を見いだせない場合に備えてhintsequenceを

用意しておくことができる｡,もし学習者がHINTキーを押してそ

れを要求したならば,学習プログラムに従ってhint sequenceに

学習者を導くことができる｡

同様に学習者がCAキーを押してこれを要求したときに,学習プ

ログラムによって正答提示を行なわせることができる｡この場合は,

学習プログラムの中で,正答が用意されていなければならない｡

hint sequenceが終了したとき,あるいは学習者が途中で了解に達

し,OKキーを押したときは,CAIシステムがhintsequenceには

いる以前のmain sequenceの提示に戻る｡そこで学習者は解答を

行ない,以後main Sequenceに沿って学習が進む｡

HINTキー,CAキーは学習者に乱用されると教育上悪い効果を

生むおそれもあるので,教授者は学習プログラムでその要求を許す

かどうかを指定することができる｡これが許されていないとき,学

習者が要求した場合にほ,システムによって自動的にその旨を学習

者に告げて,学習者が自分自身で考えることを要求する｡

また学習プログラムでほ学習者の応答時間を制限することができ

る｡この場合,学習者が制限時間内に答えられなかったときは,学

習プログラムに従って次の提示へ進む｡

学習者が学習中に参考教材や補助教材を要求した場合にほ,学習

者はその教材名をキーボードでタイプしてから,CALLキーを押す

とその教材が提示され,そこから学習者の学習はCallsequenceを

進むことになる｡学習者はCa11sequenceを進んでいる最中でもほ

かのCallsequenceを呼ぶことができる｡Ca11sequenceから元の
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蓑1 TEACHTRAN ステートメソトの種類

Statement 説 明

Presentation

Staternents

学習者に提示する教材の内容を指定するステートメソト

学習者の応答条件を規定するステートメソト

Assignment

Statements

学習者の学習経過を記憶したり,評価したりするための

算術済算や論理浜算を行なうためのステートメント

プログラムの流れを任意に変えるためのステートメソト
Branching

Statements 条件判定を行ない,プログラムの流れを分岐するための

ステートメソト

INSERT

Statement

同一のプログラムを異なったところで何度も繰り返し使

うような場合,これを一つ独立したプpグラムとして救

い必要に応じてそう入Lて使う方法がある｡このような

プログラムをそう入するために用いるステートメント

Miscellaneous

Statements

プログラムの制御およぴその他の雑目的を行なうための

ステートメソト

提示に戻るにはRETURNキーを押せばよい｡

REVキ†は一つ前の提示に戻ることを要求するためのキーで学

習者が前の提示で出された説明などをもう一度見たいと思うときに

使うことができる｡

以上の説明を要約すると次のとおりである｡

(1)CAIシステムにおける学習は計算撥と学習者とのやりと

りによって進行する｡つまり計算機が学習者に問題や注意を与え

る｡すると学習者はそれに対して応答する｡その応答を受け取っ

て計算機は内容を判定し,必要なら評価計算を行なって学習者の

ために適切な教材提示を行なう｡以後これを繰り返す｡

(2)上記のようにシステムを動かすには学習プログラムと呼ば

れる文章を書く必要がある｡

(3)プログラムにはmain sequence,hint sequenceそして

Callsequ･enCeの3種類があり,一つのプログラムは何種類かの

ステートメソトの組合せから成っている｡

(4)学習者の応答はキーボードのタイプライタと8種類の応答

キーを押すことによって行なわれる｡

3.TEACHTRANステートメント

3.1概 要

上記のように,学習プログラムはTEACHTRANのステートメソ

トによって記述されるが,特に学習の流れに関係の深いものは次の

3種である｡

① Presentation Statements

(参 Assignment Statements

(参 Brancbing Statements

①のステートメソトには教材を指定し指示を行なわせるステート

メントと,判断分岐の際判定の規準になる学習者応答条件を宣言す

るステートメソトとがある｡②のステートメソトは評価計算を行な

うステートメソト,⑨のステートメソトは判定分岐を行なわしめる

ステートメソトである｡このはかにプログラムを組みやすくするた

めに用意されたINSERT Statement,計算機の制御その他を行な

う Miscellaneous Statementsなどがある｡これらのステートメソ

トを表にまとめると表lのようになる｡

これらのステートメソトを組み合わせて学習プログラムを作成す

るわけであるが,作成する前にプログラムの内容をフローチャート

と呼ばれる流れ図に書いておくとプログラムの作成を容易にするば

かりでなく,学習の流れをつかみやすい｡たとえば｢スライド20番

を提示し,解答が25ならば正答とみなしYesに分岐し,そうでな

いときはNoに分岐してもう一度スライド20番を提示する+とい

う学習の内容をフローチャートに直すと国2のようになる｡
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スライド20

答:25

正答か?

Yes

N占

図2 フローチャートの例

繹 目 日 付 名 前 ページ

LABEL 7 73ID80DESCRIPTION 72

図3 コーディソグ･シート

(Ⅹ‥y`)

7

(0･0)

/
CRTデスプレイ座標画面

図4 CRT上の描画方法

3.2 プログラムの記述法

3.2.1使 用 文 字

(1)言語における使用文字

学習プログラムの記述において,言語として使用する文字は表

2の右欄のとおりである｡

(2)学習における使用文字

CRTディスプレイやタイプライタで教材を提示したり,予想解

答を宣言したり,また学習者が応答の際使用できる文字は表2左

欄のとおりである｡

3.2.2 コーディ ング

学習プログラムほ図3に定めた書式のコーディング用紙に

書く｡

CABEL欄には学習プログラムの一行に対して必要に応じてつ

ける名前を記入する｡通常は,学習プログラムのフレーム名を記

入することになる｡あるフレームの記述の中でほかのフレームへ

の分岐などを記述するときほ,LABEL欄のフレーム名を用いて

記述する｡

学習プログラムの実行は特に指定される場合を除き,コーディ

ング･シートに記入された順序に従い,左から右および上から下

へと実行される｡

3.3 Proson†oIionステートメント

このステートメントは学習者に提示する教材の内容を指定するこ
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蓑2 使 用 文 字 種 類

分 炉 学習における使用文字 言語における使用文字

英夫文字

数 字

カナ文字

特殊文字

A ～ Z A ～ Z

0 ～ 9 0 ～ 9

ア～ソ(ただしヰ,ヱ,ヲを除き

また濁点･半濁点を含む)

＋ /(スラソト)

(セミコロン)

スペース 注2 ?

* タg

@

¥ & 注1

,(カンマ) -(アンダーライン)

”(;;三:言)!
(

)

#

>

<

(コロン)

.(ピリオド)
'(アポストロ

フィー)

＋ ”(コ【テーション

マーク)

(

スペース注4)

* :(コロン)

♯

¥ >

,(カンマ)
<

Z:Z O(オー):0Ⅰ(アイ):Ⅰまたはi注3

D(デー):や J:j スペース(プラソク):b
注1:アンダーラインはTYpEStatementでメッセージを改行復帰して印字さ

せるために用いるもので予想解答の宣言には使用できない｡なお,プログラ

ム表記上マイナスとまぎらわしいのでアンダーラインを-で書くと約束する｡

2:学習におけるスペースは文字定数とみなされ意味をもつ｡

3:アンダーラインを-で書くと同じ理由で左の文字の記入は右の文字を使う｡

4:言語において使用される｢スペース+は記述の体裁を整えるのに用いられる

だけでプログラムの実行上意味をもたない｡したがって任意に増しても実行

上同じである｡

表3 Presentation ステートメソト一覧表

Presentation Statements 説 明

SLIDEダ

TAPE々

(C)TYPE(仇,乃)"‥･”(椚′,花′)

(C)①RAW(判,γ01(れ,ツ1ト(∬乃,

γ乃),(∬′0,〆0)(ズ′1,〆1)

…(∬'ゎ,〆犯)
TIME J SEC

ANS
"

ANS(AiDn)"･

REQ HINT,CANS

スライド第ブこまを提示

音声テープ第々番を提示

タイプライタまたはCRTで"”で囲

まれた文章を提示

(桝,〝)はその表示先頭位置,(∽',乃′)

は解答文表示先頭位置

各座標点を折れ線で結んだ線画を表示

/は線の切れ目

応答制限時間J秒

予想解答文を"” で囲んで書く,各予想

解答は/で切る｡

応答処理の補助プログラム〝番の呼出し

ヒント要求,正答要求を許す｡

とおよび応答時間の制限など応答条件の指定を行なうための一連の

ステートメソトから成る｡このステートメソトによる一連の記述は,

一回の応答関係(教材提示と,それに対する学習者応答)を規定し,

ひとまとまりの機能的内容を表わす｡

Presentationステートメソトには表3のようなものが用意されて

いる｡

(1)SLIDEノはスライドの第ノこまを提示する｡同様にTAPE

如ま第点番目の音声を掟示する｡,

(2)TYPEは印字命令である｡tt”で囲まれたメッセージを

(桝,乃)で指定された位置から印字し,(桝′,柁′)で指定された位

置から学習者の解答を印字する｡ここで,印字位置の指定動作基

点は次にプリントする印字位置とし,桝回改行復帰を行ない,紹

回スペースをプリントしたのち,引用符で囲まれたメッセージを

プリントする｡その後椚′回改行復帰を行ない,乃′回スペースを

プリントして学習者のプリントがくるのを待機するという意味で

ある｡

ここでC TYPEと指定した場合は,前に表示されていた画面を

すべて消去したのちに指定された内容を表示する｡

(3)DRAW命令ほCRT画面上に折れ線画を描かせるステート

メソトである｡図4のように左下すみが原点で,一定間隔の格子
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表4 Assignment ステートメソトー覧表
4列 9列

9行 ××〉く

CRTディス7Dレイ面

(a)

LA8EL DESCRIPTlON

QlO

SWl=1

SLIDE20

ANS､＼25′ノ

No

QlO

Yes

Qll

SLIDElO

ANS ¶イ”

REQ H王NT

CTYPE(9,4)"ANS二々(9,9)

(b)

図5 Presentation の例

C6MM

タイプで注意を

与える

HlO

タイプでヒント

を与える

SWl=1?

N古

Yes
SWl=0

図6 学習プログラムの例

LABEL DESCRIPTlON

QlO

HlO

C6MM

Qll

SWl=1

SLIDE20

ANS､､25′′

IFヰNSITHENG6 T石 Qll

IF SWI THENSWl=0,GiT6 COMM

TYPE≠5×3=15,5×4=20デスネ｡ヨタカンカーェテコタエナサイ〝

TIMEISEC

G石 丁古 QlO

TYPE≠チガイマス｡モウイナドコタエナサイ｡〝

TIMEISEC

G石 T6 QlO

図7 図6に対応するプログラム

点から成る第1象限を用いる｡プログラムで使用可能な点は格子

点で,その座標(∬,甘)はシステムのハードウェアで定められる

範囲の整数である｡座標を()でくくって列記すれば,それらの点

をその順序で結ぶ折れ線をCRTディスプレイ画面上に表示する｡

(4)TIMEJSECと記述すると提示に対する学習者の応答時

間をg秒に制限する｡ただしJは0および正整数である｡このス

テートメントが記述されない場合は,学習者からのなんらかの応

答がなければプログラムは先に進まない｡学習者応答時間の起点

Assignment Statements 説 明

SW7l=1(または0)

SW =1(または0)

ACC,l=＋β

ACC,l=一β

ACC†l=±β＋C

スイッチ乃をオン(またほオフ)にする(スイッチほ
状態を記憶するために使用)｡

すべてのスイッチをオン(またはオフ)にする｡

右辺の計算結果を左辺へ入れる(ACCは回数, 得

点などをカウントするために使用)｡

注:β,Cは整数またほACC乃′

表5 Branchingステートメントー覧表

Brancbing Statement l 説 明

Go To label

IF TIME UP

IF HINT

IF CANS

IF ANS7乙

IF ANSO

IF SW7乙

THEN……

THEN……

TIiEN……

THEN……

THEN……

THEN…=･

IFACC乃‡引ACCれ′(またはⅣ)

無条件ジャンプ

応答が制限時間内にこなかったとき

ヒント要求があったとき

正答率求があったとき
学習者解答が予想解答の〟番目と一致した

とき
学習者解答が予想解答外のものであるとき

スイッチ〝がオンのとき

ACC とACCγ.′(またほ整数+Ⅴ)が左の
関係にあるとき

は,おおむね教材提示終了時点であるが,システムのハードウェ

アで任意に定めることができる｡

(5)ANSステートメソトは指示された問題に対し,プログラマ

が予想する解答を宣言するステートメソトである｡このステート

メソトによって計算機ほ学習者の解答と,予想解答との文字パタ

ーンが･一致しているがどうかを調べて判定分肢を行なうものであ

る｡予想解答はtt”でくくって列記するものとし,おのおのの

予想解答の間ほ,(カンマ)でくぎって表わす｡

問題の性質によってはパターンー致方式による判定分岐が行な

えない場合がある｡このような場合にはAiDnで特別な処理ルー

チソを呼び出して処理を行なう｡tt”でくくった文字定数ほAiD

プログラムのパラメータのような働きをするわけである｡

(6)例題として下記のような場合を考える｡

スライド10番の問題を提示する｡予想解答はイである｡応答

時間の制限はないが,ヒント要求を許す｡正答要求ほ許さない｡

学習者の解答はCRTディスプレイ画面にANSとタイプしたの

ちに印字するものとする(図5参照)｡

これをコーディングシートに書くと図5(b)のようになる｡

3.4 Åssignmontステートメント

学習者の過去の学習経過を記録するため,スイッチ(SW)と累算

器(ACC)を用意し,これを利用する｡その記録方法をプログラムで

任意に指定したり,その内容を判定してプログラムを分岐させたり

できる｡Assignmentステートメソトほこれらのスイッチや累算器

の内容を変更するためのステートメソトである｡

Assignmentステートメソトには表4のようなものが用意されて

いる｡

3.5 8rqn亡hingステートメント

プログラムを分岐させるステートメソトである｡このステートメ

ソトには2種類あり,一つは学習者の応答結果や過去の学習経過を

判定して分岐するいわば条件付き分岐(IF Statements)である｡は

かの一つはプログラマが任意に内妓をするために用いるいわば無条

件の分岐(Go To Statement)である｡表5ほBranchingステー

トメソトの一覧表である｡

IF～THEN‥‥‥のStatementsにおいて,～の部分に書けるのは

一覧表に示された7種の記述に限られる｡プロダラミソグの際は
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この中から判定分岐の内容に合ったものを選び使用する｡また=‥‥

の部分にほ Assignment Statements,INSERT Statement,Go

ToStatementを組み合わせていろいろな処理を書くことができる｡

3.る プログラミングの例

｢1回目が誤答であるとき無条件にもう一度答えさせ,2回目以上

が誤答であるときはヒントを与えて正答するまで繰り返し答えさせ

る+というプログラムを作ってみる｡このフローチャートほ図dの

ようになる｡これをプログラムに記述すると,国7のようになる｡

3.7 そのほかのステートメント

以上述べたもののほかに,サブルーチソを呼び出すためのIN-

SERTステートメソト,プログラムの終了,記録を行なう命令など

雑目的のステートメントが幾つか用意されている｡

4.結 口

いうまでもなく,学習プログラム記述言語は一つの問題向き言語

である｡本来問題向き言語を設定するには,記述の対象となる問題

の全容が詳細に把握(はあく)されているべきものであるが,本文で

対象としているCAIの学習プログラムでほ,CAIの試用の歴史がき

わめて浅いこともあって,記述すべき対象が実際は明らかではない｡

つまり,学習プログラムでほどのような手順が記述されなければな

らないのかを教育側から仕様として定義してもらうことは現状では

困難である｡この事実は,TEACHTRANの提案の背景に,CAI学
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習では何が可能であるべきか,CAI学習に要求される機能ほなんで

あるかについて,われわれなりの分析と提案とがあり,その結果を

ふまえてTEACHTRANの仕様が凝寮されていることを意味して

いる｡

TEACHTRANの背景となったCAIシステムのあるべき棟能仕

様については別題の｢小形計算機によるCAIシステム+で述べて

いるように,教育の研究用に利用されることも想定しているので,

既存のはかのCAl言語よりも高い機能のものになっている｡特徴的

な点をあげると,プリンタ,スライド,音声,CRTを用いた提示

を直接ステートメソトで指定できること,時間制限がプログラムで

できること,学習者の要求を種々許容できることなどはほかのCAI

言語にほ例を見ないものである｡

このように教育のニーズについての分析を含んでいる点にも

TEACHTRAN開発の意義があると考えるものであるが,同時に,

今後の試用によって明らかにされる問題点があれば,その対策を取

り入れて言語体系の洗練を図るべきであると考えている｡

先般,電子工業振興協会が幹事機関となって,国内のCAI標準言

語第一次案が判定された｡TEACHTRANはこのCAI標源言語を

じゅうぶん受け入れられるものであり,日立製作所のCAIシステム

では標準言語を受け入れられるようになっている｡CAI言語の開発

と標準化に関するこれら一連の努力によって,学習プログラムの開

発と蓄積が促進されれば幸いである｡

新 案 の 紹 介

登録実用新案弟848527号

揚 水 発 電 所

近年,ピーク電力需要および余剰電力の平均化のため,大容量の

揚水式発電所が各所に建設されてきている｡この揚水発電所に設

置される変圧器は,低圧側の巻線を』結線し,揚水時に発電政を電

動磯として駆動し起動時に約1/2の電圧を印加するため低圧側巻線

に内接』結線の端子を有するように成される｡これら変圧器の低圧

側引出端子はJEC-120の国内規格や燥似の外国規格のため,相回転

順に配置せねほならない｡しかしながら,単に低圧例の半電圧およ

び全電圧端子を相順に配置しそれぞれ設けられる二つの切換器を用

いて切換を行なうとする場合,半電圧端子と仝電圧端子との間には,

相順で内部電気角が300度の差があるので,切換時に発電動故に衝

撃が生ずるから,内部電気角が変化するまで待つ必要がある｡これ

を防ぐためにほ,図2のように低圧巻線の〟1端子には甜2端子を,

が1端子には〟2端子を,紺1端子には〝2端子をそれぞれ対向させて内
部電気角の差を60度にして切換を容易にするが,このようにすると

発電電動掛こ接続する途中で相順の入変えを必要とするので,各相

の密閉母線箱を入替えねばならず,このた捌こ大きなスペースを要

しきわめて不便でかつ不経済であるばかりか電気的にも望ましいこ

とではなかった｡

この発明では,全電圧および半電圧端子間の内部電気角の差を,

60匿として発電電動機の運転を円滑にしても,上述したような問題

を解決したものであり,図1に示すように』結線された低圧巻線よ

り全電圧端子〟1,〝1,紺1と内接』結線の半電圧端子α2,〝2,甜2とを

変圧器油槽10外に引出し,これら両端子側をそれぞれ切換器5町,

5I鴨を介して発電電動機GMへ接続する際,油槽10外に引き出す

低圧巻線の各全電圧および半電圧端子の配列を,全電圧端子〟1には

半電圧端子紺2を,全電圧端子が1には半電圧端子〟2を,全電圧端

子紺1には半電圧端子〃2をそれぞれ対向させて配置することによっ

て扱水発電所用変圧器を構成するものである｡

このようにすることにより,全電圧および半電圧端子の引出線を

切換器5取,51抗に接続する途中で,引出線を収納した各密閉母

線箱を交さすることなく容易に行なえる｡ (白土)
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